
教授・准教授(協働大学院)として招聘
⇒ 教育・研究指導に直接関与

大学名 筑波大学（システム情報工学研究群）
第61号テーマ
「レジリエント社会の構築に向けて」

表題 コンソーシアムを核とした協働大学院方式によるリスク・レジリエンス工学教育の構築

現代社会への柔軟な対応と最新の知見の提供

産学連携型の新たな教育課程の形成

不安定化する昨今の社会情勢の中で、適切なリスクマネジ

メントに基づく「強さ」と「しなやかさ」を兼ね備えたレジリエント

な社会システムの実現は最も重要な課題である。

平成２９年１２月、１１の企業・研究機関・大学で設立した

「レジリエンス研究教育推進コンソーシアム」（※令和３年４月

現在１３機関）を柱とし、従来のリスクマネジメントを包含する

概念として注目されているレジリエンスの分野において、現

実社会の問題を見据えて教育研究成果等を社会還元できる

高度専門職業人の養成を目的とした協働大学院方式による

教育課程「リスク・レジリエンス工学学位プログラム」（令和２

年４月設置）を構築した。

参考ＵＲＬ

https://www.risk.tsukuba.ac.jp/
・リスク・レジリエンス工学学位プログラム

https://r2ec.jp/
・レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

協働大学院方式により、コンソーシアム参画機関から各界のトップク

ラスの研究者による充実した教育コンテンツ、トランスボーダーな研究

指導、参画企業・研究機関による中長期インターンシップの場の提供等、

これからの社会を担う人材養成のみならず、実社会の最前線で対応す

る社会人のリカレント教育にも寄与することができるプログラムである。
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